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田中たかし 議案質疑で登壇（質問と答弁を抜粋）特集

議員・執行部全員マスク着用、議案質疑と常任委員会が同日開催など異例の中開会された今回の臨時議会でした。
初日の本会議には田中たかしが議案質疑で登壇。主に新設される「地域外来・検査センター」（PCR検査センター）について質問しました。

田中
質問

今回の新型コロナウイルス感
染症に関する追加施策では、
地域外来・検査センターの設

置が挙げられていますが、「地域外来・
検査センター」とはどういったもので
しょうか。

田中
質問

「地域外来・検査センター」設
置により医療の現場にどのよ
うな影響を与えることとなる

でしょうか。

田中
質問

今回の上程案に「地域外来・
検査センター」の設置が盛り
込まれた経緯について、お示

しください。

田中
質問

「地域外来・検査センター」が
実際に稼働するのはいつごろ
になる予定でしょうか。

局長
答弁

【保健福祉局長】PCR検査の
実施について福岡市医師会と
協議を行っていたところ、令和

２年４月15日付で厚生労働省から通知が

局長
答弁

【保健福祉局長】従前、入院病
床もある帰国者・接触者外来
で行っていたPCR検査が、地

域・外来検査センターで集中的に実施
することにより、より効率的な診療検査
体制となると考えている。

局長
答弁

【保健福祉局長】市民に身近
な地域の診療所等において比
較的軽症と判断された患者の

PCR検査を集中的に実施することで、
現在、新型コロナウイルス感染症患者
の入院医療も行っている帰国者・接触
者外来医療機関の負担軽減、ひいては
重症者含む入院治療に注力できること
となると考える。

局長
答弁

【保健福祉局長】５月中の設
置を目途に、医師会と協議を
行っているところである。

田中
質問

「地域外来・検査センター」設
置により現在の体制と何が変
わるでしょうか。

田中たかしの
質問要旨と
（抜粋）

POINT

局長
答弁

【保健福祉局長】福岡市では、
福岡市医師会との連携のもと、
主に地域の診療所等から紹介

があった患者のPCR検査を民間検査
機関を活用して実施する地域外来・検
査センターを新たに設置し、ドライブス
ルー方式での検査も行う予定。

　他の自治体ではすでに取り組ま
れている、自治体単独のPCR検査
センターの設置が今回の議案に盛
り込まれました。その経緯と設置後
の医療体制の変化についてまずは
質問しました。

ココが

発出され、行政検査を集中的に実施する
機関として地域外来・検査センターを設
置した場合は国庫補助の対象となること
が示されため、そのスキームの活用も含
め検討し、今回の議案提出に至ったもの。
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田中
質問

初期症状の方は最初に「オン
ライン受診」を積極的に活用
してもらうべきと考えますが、

福岡市はどのような策を講じているで
しょうか。（➡❶）

田中
質問

「発熱外来」を特定し、受診行
動の絞り込みをはかる必要が
あると思いますが、いかがで

しょうか。（➡❶）

局長
答弁

【保健福祉局長】オンライン診
療については、院内感染防止
のため、有効な手段と考えて

いる。
初期症状のある方が医療機関を受診し
ようとする際は、必ず新型コロナウイル
ス感染症相談ダイヤルに相談すること
としているが、オンライン診療を行う医
療機関については、厚生労働省のホー
ムページ等で県ごとに公表しており、
本市においても、オンライン診療を行う
医療機関の周知に努める。

局長
答弁

【保健福祉局長】感染の疑いが
ある場合は、帰国者・接触者
外来を受診していただき、診

察の結果、感染が疑われる場合はPCR
検査を実施し、陽性となった場合は入
院等の措置を行っており、感染者の増
加に伴い、発熱外来の機能を有する帰
国者・接触者外来の増設に努めていく。

田中
質問

中等症患者の受入れ病院とし
て、市立病院をコロナ専門病
院へと指定するべきだと考え

ますが、福岡市はその検討はされてい
ないでしょうか。（➡❷）

局長
答弁

【保健福祉局長】県が新型コロ
ナウイルス感染症の医療体制
を構築する中で重点医療機関

の指定なども検討するものと考えている。

田中
質問

市独自に、宿泊型施設を早急
に用意し、感染者の受入れ体
制を今以上に整備すべきと考

えますが、いかがでしょうか。（➡❷）

局長
答弁

【保健福祉局長】県域における
宿泊療養施設の確保は、福岡
県が行うこととしている。福岡

市内の宿泊療養施設については、県が
450床あるホテルを確保し、４月20日か
ら軽症者等の受け入れを開始している。

田中
質問

育児や介護などの事情により
入院が困難とされる方に対し
て、どのような支援体制を整

えているでしょうか。（➡❸）

局長
答弁

【保健福祉局長】介護を行う方
が感染し入院の必要がある場
合は、十分な感染対策を行っ

た上でのヘルパーやデイサービス利用
などを検討することとなるが、介護を理
由に入院が困難とされることがないよ
う、さらに環境を整えていきたいと考え
ている。
【こども未来局長】保護者が感染し、子ど
もを養育できない状況になった場合に
は、まずは、代わりに養育できる親族等
を探していただくようお願いすること
になる。しかし、様々な事情により養育
を行う方が見つからない場合は、児童
相談所の一時保護により対応すること
を検討している。

田中
質問

「地域外来・検査センター」が
設置されることで表面化する
陽性者が増加する可能性もあ

りますが、現在の医療体制で対応しき
れるのか、見通しと判断理由を教えて
ください。

局長
答弁

【保健福祉局長】入院等の医療
体制の整備については、福岡
県において行われており、患

者の増加に伴い、感染症指定医療機関
の感染症病床に加え、同医療機関の一
般病床や入院協力病院への入院が県域
全体で調整されている。
また、県においては４月13日より宿泊
療養が開始され、入院医療機関から無
症状の方を宿泊施設に移し、重症者に
対する病床確保を図っている。

田中
質問

医療体制を整備するためには
どうしても国や県との協議が
必要であり、市独自で対策を講

じるには限界がある。政令市に一定程
度の権限が委譲されるような法的整備
を国に要求していくことも必要かと思
いますが、医療の専門家である荒瀬副
市長のご所見をお伺いします。（➡❹）

副市長
答弁

【荒瀬副市長】新型コロナウイ
ルスの医療体制でございます
が、県内において調整をされ

ておりますが、福岡市としてもしっかり
医療体制の整備には、今、尽力して確保
しているところでございます。今般の新

❶院内感染を防ぐために
　無症状者や軽症者の行動をいか
に抑制するかが感染拡大を抑える
カギとなります。初期症状を覚えた
際に、他人との必要以上の接触を避
けるためにはオンライン受診や発
熱外来の設置は有効的だと言われ
ますので、福岡市の見解を確認しま
した。

❷市の限界
　感染者が他人と接触しないよう
に、ホテルなどの宿泊施設を療養施
設として活用する、また、コロナ専
門病院を指定するなどの抜本的な
医療体制の整備が急務ですが、答弁
からはその権限の多くは県にある
ため市としてできる施策に限界が
あるということが分かります。

❸安心して宿泊療養するために
　国が自宅療養から宿泊施設での
療養へと方針を転換しましたが、育
児や介護などで宿泊療養ができな
い人もいます。そのような方が安心
して入院できるように行政が責任
もってサポートしなくてはいけませ
ん。それが感染拡大防止につながり
ます。

❹市への医療権限委譲へ向けて
　広域的な医療体制構築の観点か
ら、医療の権限の多くは県にありま
す。市にその権限があれば、基礎自
治体が持つ機動性も発揮できるは
ずです。きめの細かい対策を講じる
ためにも県からの権限移譲も視野
に入れて今後考えるべきとの趣旨
で質問しました。

ココが

型コロナウイルス感染症の対応を踏ま
えまして、感染症に対応できる医療体
制の整備の必要性を改めて認識をした
ところでございます。福岡市におきまし
ても、今後柔軟かつ有効に機能する医
療体制について、市が持つ役割や特性
を十分に活かすことができるよう、方針
を定める国、公益的な医療体制を担う
県、及び医師会等の関係機関と連携を
しながらしっかりと進めてまいります。
（副市長答弁は、議会中継動画を文字起
こししたものをそのまま掲載）


